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子育てサロン「もちもち」が始まった経緯

• H 12年～福岡市全体で子育てサロン開設を展開

障がいの有無にかかわらず、安心して子育てができる地域づくりを目指す

• Ｈ18年～ダウン症の子と親の交流の場「ふわふわ」開設

• Ｈ20年～子育て講演会（年1回）開始

発達障がいの子と保護者についても、居場所が必要

• Ｈ22年～子育てサロン「もちもち」開設

「健やか親子21」第2次計画（H27～Ｒ6年度）では「育てにくさを感じる親に寄り添う支援」が重点課題となる

発達特性のある子の保護者の悩み
・子の衝動性やこだわり等の対応に疲弊
・周囲からは、「育て方が悪いのではないか」と責められる
・身近な交流の場では、子が「走り回る」「他児と遊べない」等で、「ゆっくりできない、行きづらい」

・ダウン症候群等障がい児をもつ保護者の悩み「子育てサロンに参加しづらい」

・核家族化・地域コミュニティの希薄化が進む
・3歳以下の乳幼児の7割が家庭保育、育児不安が深刻化



子育てサロン「もちもち」の目指すもの

早良区内で、育てにくさを感じている保護者と子が
子育てサロン「もちもち」に参加

保護者と子が、安心して過ごせる場所で、
参加者同士の交流や専門職への相談を通して
発達障がいのある子の子育てを知る。

保護者が、
「相談できる人や場所があるから大丈夫」
「自分だけじゃないんだ」と、
安心して前向きに子育てができる。



子育てサロン「もちもち」の実施概要

【開催頻度】毎月1～2回、年間14～15回
10：00～12：00

【対象者】 0～6歳の発達が気になる、発達障がいのある
子どもとその保護者

【定 員】 親子合わせて16人（感染状況による）
事前予約制

【場 所】 ももち福祉プラザ4階 体育室

【スタッフ】（職員）保健師
（雇用）臨床心理士 保育士 保健師
（派遣）ペアレントメンター 運動指導員等
（その他）ボランティア

【その他】突発的な事故に備え、傷害保険に加入

多職種の専門職
と先輩ママ

ボランティアで
対応

活発なお子さんも多く
スタッフで見守り

事故防止に努めています



【令和3年度】
10回開催（4回中止）
参加者数：60組142人
内新規） 19組45人、子23人

子育てサロン「もちもち」の参加状況

【令和4年度10月末現在】
9回開催
参加者数：47組98人
内新規） 15組30人、子15人
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令和3年度 子育てサロン「もちもち」参加者アンケートから ①
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参加理由（複数回答）

①子どもを広い所で自由に遊ばせたい。 ②他の親子と交流したい。
③スタッフに相談がしたい，情報を得たい。 ④ミニ講座を聞きたい。
⑤スタッフやボランティアに話を聞いてほしい。 ⑥親子遊びをしたい。
⑦先輩ママ（ペアレントメンター）に話を聞きたい。 ⑧その他 5
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令和3年度 子育てサロン「もちもち」参加者アンケートから ②
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課題
• 特性のある子を受け入れるための専門性の確保

• 療育が必要な子どもの参加

• 特性のある子と保護者が安心して過ごせる居場所が限定
開催回数を増やして欲しいという声が多い

身近な場所に居場所や気軽に相談できる場所があれば…
療育と並行して利用できる居場所があれば…

専門職を中心としたマンパワーの確保：保護者と子への対応
療育機関や医療機関との連携

他の子育てサロンのような自主運営移行は難しい
行政が継続して実施する必要がある

療育センター相談までの療育の代替や遊び場・情報を求めて参加
療育の機能はありませんが、保護者の思いに寄り添います
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